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先
月
1
7
曰
か
ら
２
日
間
の

ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大
学

院
生
2
3
入
の
受
け
入
れ
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
米
国
、
英
国
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
そ
し
て
日
本
の
国

籍
。
招
聘
の
目
的
は
、
世

界
一
の
平
均
寿
命
を
支
え
る

日
本
の
保
健
医
療
モ
デ
ル
現

場
の
視
察
研
修
で
あ
る
。

　
初
日
は
伊
原
木
隆
太
知
事

へ
の
表
敬
訪
問
と
、
岡
山
県

の
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
紹

介
。
岡
山
市
保
健
福
祉
会
館

に
て
、
中
瀬
克
己
・
市
保
健

所
長
（
当
時
）
が
岡
山
市
の

保
健
福
祉
政
策
を
紹
介
し
、

御
津
医
師
会
会
員
の
訪
問
診

療
と
訪
問
介
護
に
同
行
視

察
。
そ
の
後
、
岡
山
医
療
セ

フ
タ
ー
で
御
津
医
師
会
の
地

一
区
医
師
会
と
し
て
の
公
共
政

策
参
加
と
独
自
の
「
医
療
現

場
を
守
る
」
相
互
扶
助
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
森
脇
和
久
会
長
が

説
明
し
た
。

　
２
日
目
に
は
岡
山
済
生
会

ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に

て
、
介
護
保
険
に
も
と
づ
く

介
護
事
業
と
瀬
戸
内
海
離
島

医
療
を
担
う
済
生
丸
を
岩
本

一
存
常
務
理
事
ら
が
紹
介
。

総
社
市
の
宝
福
寺
で
は
精
進

料
理
の
堪
能
と
座
禅
修
行
の

紹
介
。
そ
の
後
に
総
社
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
動
。

障
が
い
者
千
人
雇
用
、
そ
う

じ
ゃ
「
地
・
食
べ
」
、
多
文

化
共
生
、
新
生
活
交
通
「
雪

舟
く
ん
」
、
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
、
そ
う
じ
ゃ
吉
備

路
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
取
り
組

み
を
片
岡
聡
一
市
長
が
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
発

で
質
の
高
い
質
問
と
応
答
が

な
さ
れ
た
。

　
ハ
ー
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大

｢相互扶助｣を学ぶハーバード公衆衛生大学院生が岡山に

学
院
の
卒
業
生
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
保
健
大
臣
の
よ
う
に

各
国
で
活
躍
し
て
い
る
。
ま

ラ
ム
で
こ
の
よ
う
な
視
察
研
療
を
最
低
３
週
間
支
え
、
地

修
に
は
ま
た
参
加
し
た
い
と
域
住
民
の
診
療
を
医
師
会
と

好
評
だ
っ
た
。
彼
ら
が
岡
山
し
て
保
障
す
る
制
度
で
あ

た
、
世
界
保
健
機
構
次
１
の
経
験
を
世
界
の
保
健
福
祉
る
。
制
度
発
足
５
年
目
に
赤

バ
ー
ド
マ
フ
ィ
ア
と
郷
楡
さ
政
策
に
反
映
さ
せ
る
日
が
楽
磐
医
師
会
と
北
児
島
医
師
会

れ
る
よ
う
に
世
界
的
に
人
脈

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が

っ
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
公

衆
衛
生
大
学
院
ジ
ャ
パ
ン
ト

リ
ッ
プ
は
今
年
で
７
回
目
と

回
を
重
ね
て
い
る
。
今
回
参

加
し
た
大
学
院
生
か
ら
の
反

応
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ

し
み
で
あ
る
。

　
御
津
医
師
会
「
医
療
現
場

を
守
る
」
相
互
扶
助
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
特
筆
す
べ
き
は
、
有

事
医
師
派
遣
制
度
で
あ
る
。

会
員
が
病
気
や
事
故
で
休
院

せ
ざ
る
を
得
な
い
時
に
、
他

の
医
師
会
員
が
午
前
中
の
診

片岡聡一総社市長（前列左から３人目）とハーバード公衆

衛生大学院ジャパントリップの一行一総社市役所で

も
加
わ
っ
た
。
す
で
に
二
つ

の
事
例
を
支
援
し
、
会
員
の

家
族
、
職
員
そ
し
て
患
者
か

ら
本
当
に
感
謝
さ
れ
て
い

る
。
医
師
会
員
同
士
の
信
頼

形
成
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
も

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
世

界
中
の
医
師
会
に
共
有
し
て

も
ら
い
た
い
制
度
で
あ
る
。

一
一
＝
一
二
＝
日
日
日
日
一
こ
ｕ
Ｈ
ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・

る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子

ど
も
は
地
獄
の
よ
う
な
環
境

で
も
決
し
て
自
殺
を
し
な

い
。
日
本
で
は
８
歳
の
子
ど

も
で
も
自
殺
を
す
る
。
親
が

自
殺
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一

総
社
市
の
、
親
が
日
本
の
み

な
ら
ず
世
界
の
命
を
救
う
行

動
は
、
子
ど
も
が
命
を
大
切

に
す
る
最
大
の
教
育
と
な

る
。
人
は
死
ぬ
前
に
弱
者
に
・

な
る
。
弱
者
と
は
人
の
助
け

が
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
人

で
あ
る
。
「
５
価
の
た
め
に
」

政
策
は
親
孝
行
政
策
で
も
あ

　
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
は
総
る
。
人
口
６
万
８
０
０
０
入

社
市
の
福
祉
政
策
だ
っ
た
。
の
総
社
市
が
能
る
新
し
い
世

片
岡
市
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

　
「
５
価
の
た
め
に
」
。
橋
本

龍
伍
厚
生
大
臣
、
橋
本
龍
太

郎
総
理
大
臣
、
そ
し
て
片
岡

市
長
と
引
き
継
が
れ
て
い
る

ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
人
た
ち

の
社
会
参
加
促
進
（
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
政
策
の

潮
流
。
２
０
１
３
年
1
2
月
議

会
で
「
大
規
模
災
害
被
災
地

支
援
条
例
」
も
成
立
。
「
弱

者
を
見
放
さ
な
い
、
見
捨
て

な
い
、
見
限
ら
な
い
」
で
あ

界
標
準
の
文
化
（
価
値
判
断
）

を
期
待
し
た
い
。

　
岡
山
の
相
互
扶
助
に
も
と

づ
く
「
見
放
さ
な
い
！
そ
の

命
」
の
活
動
を
世
界
に
発
信

・
紹
介
す
る
こ
と
は
望
外
の

喜
び
で
あ
る
。
最
後
に
、
ハ

ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大
学
郷

生
の
視
察
研
修
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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